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今
議
員

　

町
長
の
８
つ
の
挑
戦
の
一
つ
に

「
各
産
業
が
元
気
に
な
る
ま
ち
づ

く
り
へ
の
挑
戦
」
が
あ
り
、
一
次

産
業
の
強
化
と
高
付
加
価
値
事
業

の
推
進
と
あ
る
が
、
第
三
次
総
合

計
画
に
あ
る
2
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
農
産
物
の
産
地
化
・
高
付
加
価

値
化
の
具
体
的
支
援
や
取
組

は
。

②
水
産
物
の
流
通
・
加
工
拠
点
整

備
の
具
体
的
計
画
が
あ
る
の

か
。

　

町
長

　

深
浦
町
第
三
次
総
合
計
画
は
、

令
和
７
年
度
か
ら
10
年
間
の
町
の

将
来
像
と
施
策
の
方
向
性
を
示
す

羅
針
盤
で
、
国
や
県
の
支
援
を
受

け
や
す
く
す
る
た
め
各
施
策
を
網

羅
的
に
記
載
し
て
い
る
。

①
農
産
物
の
産
地
化
・
高
付
加
価

値
化
で
は
、
深
浦
ト
マ
ト
の

産
地
維
持
に
注
力
し
、
異
常

高
温
対
策
と
し
て
遮
光
資
材

導
入
支
援
や
大
舘
地
区
の
集

出
荷
施
設
の
維
持
管
理
を
進

め
る
。
さ
ら
に
、
新
規
就
農

者
へ
の
資
金
支
給
や
制
度
活

用
支
援
な
ど
担
い
手
確
保
に

も
取
り
組
む
。

②
水
産
物
分
野
で
は
、
冷
蔵
・
海

水
処
理
施
設
の
更
新
支
援
を

問答

検
討
し
、
公
社
や
民
間
加
工

場
と
連
携
し
た
加
工
品
開
発

に
よ
り
付
加
価
値
向
上
を
図

る
。
一
次
産
業
の
所
得
向
上

を
目
指
し
、
計
画
の
着
実
な

実
行
に
努
め
る
。

『
重
要
性
を
踏
ま
え
、町
民
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
向
上
に
努
め
る
』

　

今
議
員

　

こ
の
ま
ま
人
口
減
少
が
進
め
ば
、

限
ら
れ
た
職
員
と
予
算
で
は
町
単

独
で
の
対
応
に
限
界
が
あ
る
。
近

隣
市
町
村
と
連
携
し
た
広
域
行
政

を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　

町
長

　

広
域
行
政
は
、
効
果
的
な
財
政

負
担
と
安
定
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
両
立
さ
せ
る
た
め
に
不
可

欠
で
あ
る
。
人
口
減
少
と
高
齢
化

が
進
む
中
、
単
独
の
自
治
体
で
全

て
の
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
限
ら
れ
た
財
源
と
人

材
を
有
効
活
用
す
る
に
は
広
域
的

な
資
源
結
集
が
現
実
的
か
つ
効
果

的
で
あ
る
。

広
域
行
政
の
推
進

広
域
行
政
を
ど
の
よ
う

に
推
進
し
て
い
く
の
か

問答

　

当
町
は
６
つ
の
一
部
事
務
組
合
、

２
つ
の
広
域
連
合
、
五
所
川
原
定

住
自
立
圏
に
参
画
し
、
廃
棄
物
処

理
、
消
防
、
医
療
、
福
祉
な
ど
を

共
同
で
担
っ
て
い
る
。
令
和
８
年

４
月
に
は
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ

ー
が
稼
働
し
、
経
費
削
減
と
消
防

力
強
化
を
図
る
。
広
域
行
政
は
財

政
健
全
化
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
両
立
で
き
る
仕
組
み
で
あ
り
、

共
同
調
達
や
人
材
活
用
に
よ
り
効

率
化
と
質
の
高
い
行
政
運
営
を
実

現
す
る
。
今
後
も
町
民
サ
ー
ビ
ス

の
維
持
向
上
に
努
め
て
い
く
。

 『
新
し
い
価
値
観
を
取
り
入

れ
活
性
化
に
努
め
る
』

　

今
議
員

　

少
子
高
齢
化
等
で
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
希
薄
化
し
、
防
災
訓
練

の
参
加
者
も
減
っ
て
い
る
。
有
事

に
地
域
で
助
け
合
え
る
の
か
不
安

の
声
も
あ
る
。
地
域
の
つ
な
が
り

を
再
生
し
、
支
え
合
え
る
体
制
づ

く
り
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
進
め

る
の
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
の
方
向
性
は

問

問
答

一次産業強化への取組は

第三次総合計画

担い手の確保、
付加価値向上も進める

今
こん

　　勝
かつよし

吉議員
質問者の動画が
視聴できます。

わが町のここが聞きたい
つぶやきつぶやき

「まちづくりへの
挑戦」・・・
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町
長

　

本
年
６
月
に
策
定
し
た
第
三
次

総
合
計
画
で
は
、
７
つ
の
基
本
目

標
を
掲
げ
、
「
安
心
安
全
な
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、
防
災
・
減

災
や
消
防
団
・
自
治
会
活
動
の
活

性
化
を
通
じ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
強
化
を
目
指
し
て
い
る
。
今

年
は
ね
ぶ
た
運
行
や
盆
踊
り
、
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
復
活
し
、

地
域
に
賑
わ
い
が
生
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
地
域
の
つ
な
が
り
は
必
ず

し
も
希
薄
化
し
て
い
な
い
と
考
え

る
。
一
方
で
、
少
子
高
齢
化
や
生

活
様
式
の
多
様
化
に
よ
り
、
行
事

参
加
者
の
減
少
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
若
者
が
参
加
し

や
す
い
環
境
整
備
や
防
災
訓
練
の

工
夫
な
ど
、
主
体
的
な
取
組
を
促

す
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
知
恵
や

経
験
を
次
世
代
に
継
承
し
、
世
代

を
超
え
た
支
え
合
い
と
新
た
な
価

値
観
の
共
有
に
よ
っ
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
く
。

答

『
全
体
の
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い

相
続
登
記
や
納
税
義
務
者
の
変
更

を
促
し
て
い
る
』

　

今
議
員

　

団
塊
世
代
の
高
齢
化
や
人
口
減

少
に
よ
り
地
方
で
空
き
家
が
増
え

て
い
る
。
特
に
相
続
登
記
が
さ
れ

て
い
な
い
空
き
家
は
、
所
有
者
不

明
や
管
理
放
置
に
よ
り
固
定
資
産

税
の
徴
収
が
困
難
と
な
る
。
本
町

に
お
け
る
固
定
資
産
税
滞
納
の
実

態
と
相
続
登
記
義
務
化
へ
の
対
応

は
。

　

町
長

　

町
で
は
条
例
に
基
づ
き
「
特
定

空
家
等
」
を
26
軒
指
定
し
て
い
る

が
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
空
家
全

体
の
実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
。

令
和
６
年
度
末
時
点
で
、
固
定
資

産
税
滞
納
者
の
う
ち
町
外
在
住
は

57
件
、
送
付
先
不
明
は
56
件
で
、

滞
納
額
は
約
８
０
０
万
円
、
全
体

の
約
３
割
を
占
め
て
い
る
。
相
続

登
記
義
務
化
へ
の
対
応
と
し
て
は
、

納
税
通
知
書
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を

空
き
家
の
固
定
資
産
税
滞
納
問
題

空
き
家
の
固
定
資
産
税

滞
納
の
実
態
と
対
応
は

問答

同
封
し
、
窓
口
で
も
相
続
登
記
や

納
税
義
務
者
変
更
の
説
明
を
行
い

手
続
き
を
促
し
て
い
る
。

『
現
行
の
人
事
評
価
制
度
の
課

題
を
見
極
め
、改
善
に
努
め
る
』

　

今
議
員

　

近
年
は
優
秀
な
人
材
が
民
間
に

流
出
し
て
お
り
、
昇
格
制
度
の
整

備
や
女
性
管
理
職
の
登
用
な
ど
、

職
員
が
意
欲
的
に
働
け
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
と
考
え
る
。
町
と
し

て
人
事
制
度
の
見
直
し
や
改
革
を

考
え
て
は
ど
う
か
。

　

町
長

　

公
務
員
の
人
事
評
価
制
度
は
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
資
質
や
能
力

を
正
し
く
把
握
し
、
人
材
育
成
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
評
価
を
通
じ
て
強
み
や
課
題

を
明
確
に
し
、
適
切
な
研
修
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
職
員
の
意

欲
と
成
長
を
支
え
、
組
織
全
体
の

実
務
能
力
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。
当
町
で

は
平
成
25
年
度
か
ら
制
度
を
導
入

人
事
制
度
改
革

町
職
員
の
意
欲
向
上
に
向

け
た
人
事
制
度
改
革
を

問答

し
、
町
政
推
進
の
た
め
に
設
定
し

た
組
織
課
題
に
基
づ
き
、
職
員
が

個
人
目
標
を
立
て
、
そ
の
達
成
度

や
業
務
姿
勢
を
評
価
し
て
い
る
。

評
価
結
果
は
勤
勉
手
当
の
成
績
率

に
反
映
し
て
お
り
、
努
力
が
一
定

程
度
報
わ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
民
間
の
よ
う
に

業
績
評
価
が
直
接
昇
給
や
賞
与
に

結
び
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
公
共

サ
ー
ビ
ス
の
安
定
供
給
と
公
正
性
、

人
材
育
成
を
重
視
し
て
い
る
点
に

特
徴
が
あ
る
。
公
共
業
務
の
多
様

性
か
ら
制
度
運
用
に
は
難
し
さ
も

伴
う
が
、
職
員
の
能
力
を
最
大
限

に
引
き
出
し
意
欲
を
高
め
る
評
価

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
国
や
県
の

取
組
を
参
考
に
し
つ
つ
、
現
行
制

度
の
課
題
を
見
極
め
な
が
ら
改
善

を
重
ね
て
い
く
。

『
生
活
お
助
け
隊
派
遣
事
業
、

民
間
業
者
で
対
応
』

　

今
議
員

　

町
の
除
雪
は
道
路
交
通
の
確
保

を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
高
齢
者

除
雪
対
策

高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
個
別

状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

除
雪
対
策
が
で
き
な
い
か

問

わが町のここが聞きたい

や
障
害
者
な
ど
生
活
・
社
会
的
弱

者
の
世
帯
に
対
し
、
個
別
状
況
に

応
じ
た
き
め
細
か
な
除
雪
対
策
が

で
き
な
い
か
。

　

町
長

　

高
齢
者
や
障
害
者
世
帯
へ
の
除

雪
対
策
と
し
て
は
、
町
社
協
の

「
生
活
お
助
け
隊
派
遣
事
業
」
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

玄
関
前
の
雪
か
き
、
建
設
業
者
で

構
成
す
る
工
匠
会
の
除
排
雪
作
業

が
あ
る
。
経
費
は
お
助
け
隊
が
15

分
２
０
０
円
＋
交
通
費
、
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
１
時
間
１
，

０
０
０
円
＋
交
通
費
、
工
匠
会
が

作
業
員
１
人
１
時
間
２
，
０
０
０

円
、
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
１
台
４
，

０
０
０
円
で
あ
る
。
令
和
６
年
度

の
実
績
は
お
助
け
隊
31
件
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
40
件
で
、
通

常
時
は
対
応
可
能
だ
が
大
雪
時
に

は
依
頼
が
急
増
し
対
応
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
。

答
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